
全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会 平成２８年度団体表彰エントリー 

※ 写真等を用いてわかりやすく記載してください。 

所属学校名 香川大学教育学部附属幼稚園・附属坂出小学校・附属坂出中学校 

ＰＴＡ名称 松韻会 会長名 植田 博司 

事例名称 ＡＬＬ松韻会の絆づくり 

（活動内容） 

香川大学教育学部附属幼稚園・附属坂出小学校・附属坂出中学校は、附属坂出学園・松韻会として１

つのＰＴＡ組織で運営をしています。松韻会では、「保護者の絆づくり」が子どもの育成と教育環境向

上の基礎と考え、毎年、それを柱とした活動をしています。今年度は、「ＡＬＬ松韻会の絆づくり」を

テーマに掲げ、幼・小・中の枠を超えた保護者間の交流・協力体制の構築に取り組みました。 

１．現在までの活動 

役員や常任委員（クラス役員）等の活動は、各校園の保護者が合同で行ってきました。これまで

の、合同のＰＴＡ活動は、次のとおりです。 

①総会 ②役員会 ③新旧常任委員会 ④運動会バザー ⑤四附連球技大会 ⑥地域の夏祭り 

⑦安全保険委員会 

２．今年度の取組み 

今年度は、「ＡＬＬ松韻会の絆づくり」のテーマの下、幼・小・中の保護者が連携・協力して取

り組んだ活動は次の通りです。 

① 土曜メンテナンス（学校メンテナンス） 

幼稚園の土曜メンテナンスに、小学校・中学校の保護者・ 

先生・児童・生徒が参加しました。昨年度７０名だった参加者 

が、今年度は１７０名に増加し、幼稚園の環境整備を行いま 

した。小学校・中学校の土曜メンテナンスも同様の取組みを 

行い、小学校では３０名、中学校では７０名の参加者が増え、 

従来より多くの箇所の整備等を行うことができました。 

② 交通立哨活動 

昨年まで小学校保護者で行っていた交通立哨を幼稚園・中学 

校の保護者にも依頼し、幼・中より延べ６０人に協力してもら 

いました。その結果、通学途上の危険個所での立哨の頻度を 

上げることができました。 

３．ありがとうスタンプと感謝状贈呈 

「ＡＬＬ松韻会の絆づくり」に協力していた保護者の中から、 

特に協力回数が多かった保護者に対し、学校の朝礼等で感謝 

状を贈呈しました。 

４．効果 

① 幼・小・中連携を強化することにより、それぞれの保護者 

の関わる頻度が増え、お互いの学校の様子などの情報交換が 

でました。特に、進学する学校（附属坂出学園は連絡進学で 

す）の様子（幼稚園の保護者にとっての小学校・中学校、小 

学生の保護者にとっての中学校）を聞くことができたことは、 

貴重で有意義な時間であったという感想をいただきました。 

② 園児が小学校・中学校、児童が中学校のメンテナンスを通 

し、自分が進学する学校を身近に感じ、また、児童が幼稚園、 

生徒が幼稚園・小学校のメンテナンスを通じ、母校を大切に 

思う気持ちを育むことができたと感じました。 

５．来年度の計画 

昨年度から取り組んでいるＯＹＧ（おやじの会）も幼・小・ 

中連携を図り、更に、強力な活動体制を構築したいと考えています。 

幼稚園児等も中学校のメンテナンスに参加 

中学生保護者も小学生のために交通立哨 

頑張った保護者は、全校朝礼で感謝状贈呈 


